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地域の特性

地域のなりたちと姿
玉川地域は区の東南部に位置し、面積は

15.820k㎡と5地域の中で最も広いエリアです。
地域には玉川通り、目黒通り、環状8号線の幹
線道路が通っています。鉄道は、田園都市線、
大井町線、東横線、目黒線の各路線が通ってお
り、二子玉川、用賀、等々力などの各駅を起点
とするバス交通網とあわせて、地域の公共交通
サービスを担っています。

多摩川沿いの台地には、石器時代・古墳時代
の遺跡が分布しており、東京都指定史跡の野毛
大塚古墳や区指定史跡の上野毛稲荷塚古墳など
があります。

早くから民間による宅地開発や玉川全円耕地
整理事業などが行われたことで、地域の約87%
に都市基盤が整い、都市近郊の住宅市街地とし
て発展してきました。また、多摩川や等々力渓
谷、国分寺崖線などに豊かな自然が多く残って
おり、「多摩川風致地区」として、都市における
良好な自然的景観の保全に努めています。

駒沢オリンピック公園や兵庫島公園、玉川野
毛町公園、二子玉川公園など、大規模な公園が
多くある一方、区民が気軽に憩うことができる
身近な広場が不足している地区もあります。

近年では、二子玉川駅周辺で再開発事業が進
められ、区や玉川地域における交流の一大拠点、
東京の西の玄関口として発展しています。また、
目黒通りから多摩川をまたぐ（仮称）等々力大
橋の整備も予定されており、都市間の連携強化
や神奈川方面への道路交通網のさらなる向上が
期待されています。
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暮らしの姿
玉川地域の人口は、平成26年（2014年）1

月1日現在、約21万5千人です。今後10年間
は緩やかな増加傾向にあり、平成35年（2023
年）には約21万9千人になる見込みです。また、
年少人口の割合は12.5%と区の平均より高く、
高齢者人口は19.4%で区の平均とほぼ同じ割合
となっています。

地域では、高齢者の方や子育て中の方など、
住民同士のグループによる地域支えあい活動が
活発に行われています。今後、高齢者人口の増
加や子育て支援のニーズの高まりに対応するた
め、区民・地域の活動団体・事業者等との連携、
協力による地域福祉の充実が求められています。

みどり率は26.48%と区の平均をやや上回っ
ており、都市農地も比較的多くあります。しか
し、近年では相続等による農地の転用や土地の
細分化等が進み、みどりが年々減少する傾向に
あります。そのため、豊かな自然や農地の保全、
新たなみどりの創出を進めるとともに、これま
で形成されてきた良好な街並みに配慮した建築
計画の誘導や宅地規模の適正化等への取組みが
必要となっています。

玉川通りや環状8号線等の幹線道路沿道にお
いても、建築物の建て替えや更新が進んでおり、
幹線道路に相応しい土地利用と住環境のバラン
スが取れたまちづくりが課題となっています。

大井町線等の沿線では、踏切遮断による交通
渋滞の発生や地域の分断、踏切事故の危険性な
ど、さまざまな問題を抱えており、その解決に
向け、関係部署と連携した取組みを進めていく
必要があります。

にぎわいと地域の活動
地域の事業所は平成21年（2009年）7月1日

現在、約6千3百か所、従業者数は約7万人で
あり、二子玉川や用賀には大規模な商業店舗や
オフィスが集積しています。

各商店街では、地域コミュニティの場として
機能するとともに、「用賀サマーフェスティバ
ル」や「尾山台フェスティバル」など、多世代が
交流するさまざまなイベントが行われ、まちに
活気が生まれています。

また、地域住民によるイベントとして、奥沢
地区の「新春地区まつり」、九品仏地区の「新春
もちつき大会」、等々力地区の「おどろきとど
ろきまつり」、上野毛地区の「新春マラソン大
会」、用賀地区の「ふれあいラリーまつり」、深
沢地区の「さくらまつり」などが行われ、住民
相互の交流を図る場となっています。加えて、
東京都無形民俗文化財である浄眞寺のお面かぶ
りや奥澤神社の大蛇のお練りなど、歴史ある伝
統的な行事も地域に定着しており、大きなにぎ
わいをもたらしています。

地域には、東京23区唯一の渓谷で、東京都
指定名勝の等々力渓谷があり、身近で自然に触
れ合える場所として、区内外から多くの人が訪
れます。また、五島美術館や宮本三郎記念美術
館、長谷川町子美術館などの文化施設も数多く
あります。

各地区では東日本大震災以降、地域防災力の
向上と防災意識の高揚をめざし、学校区域単位の
避難所運営訓練等に取り組んでいます。また、地
域住民の組織的な防災活動として、防災区民組織
によるポンプ操法訓練や防災普及活動も行われて
います。さらに、町会・自治会等では、災害時要
援護者支援に関する協定の締結や防犯活動（安全
パトロール）を積極的に行う等、地域の安全・安
心のための活動が盛んに行われています。
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まちの将来像

地域で育む安心・安全と笑顔のまち

子どもから高齢者までの幅広い世代によ⨋
る地域活動への参加・参画を促すなど、
地域コミュニティを活性化するための支
援やしくみづくりに取り組みます。
地域活動や地域交流のための区民利用施⨋
設の改修等を計画的に進めます。
町会・自治会や民生・児童委員、社会⨋
福祉協議会、青少年地区委員、地域の
NPO等と連携・協力し、地域保健福祉
や健康づくりを推進します。
地域の特性を活かし、次世代を担う子ど⨋
もたち一人ひとりが健やかに育つことが
できるまちづくりを進めます。
防災訓練や避難所運営訓練等、地域住民⨋
による災害対策の活動を支援し、地域防
災力の向上と防災意識の高揚を図ります。
地域の大学や事業者等との連携を進める⨋
ことにより、災害発生時の対策を強化す
るとともに、安全な市街地の形成等の防
災街づくりを推進します。

国分寺崖線や等々力渓谷などの
自然豊かな住みよいまち

「世田谷のみどりの生命線」である国分⨋
寺崖線や等々力渓谷等、玉川地域の豊か
な自然の保全に取り組みます。
社寺林や屋敷林など、地域の歴史を伝え⨋
る貴重なみどりの保全・継承に努めます。
瀬田農業公園の整備等により農業文化の⨋
継承や地域緑化を進めるとともに、地域
に残る貴重な農地の保全に努めます。

二子玉川公園や（仮称）上用賀公園等、⨋
特色ある公園の整備により、新たなみど
りの創出を推進します。
これまで形成されてきた良好な住環境を⨋
守るとともに、地域の生活環境や特性を
踏まえながら街づくりを進めます。

にぎわいと元気あふれる魅力的なまち

商店街や地域団体、区民等による各種イ⨋
ベントを支援し、各地区のにぎわいやコ
ミュニティのさらなる活性化を図るとと
もに、子どもから高齢者まで多世代が交
流できるまちをめざします。
神社仏閣、美術館等の豊富な歴史・文化⨋
資産を活かし、まちの魅力を高めていき
ます。
日常的に文化・芸術に触れることができ⨋
る環境を活かし、まちの活性化を図りま
す。
二子玉川駅周辺地区については、にぎわ⨋
いのあるまちなみを活かし、駅の東側と
西側の一体的な街づくりに取り組むこと
により、自然環境、暮らし、にぎわいの
調和がとれた魅力あるまちをめざします。
大井町線等の沿線では、踏切などによる⨋
問題の解決をめざすとともに、安全で活
気のある街づくりを推進します。
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玉川総合支所からのぞむ町並み

朝市の様子

等々力渓谷（冬）等々力渓谷（秋）
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